
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 ４月７日（火）から始まった令和８年度の１学期が、本日７月１７日（金）、終業式を迎えました。登校日は、７０日。これは、ただカレンダーを数えた日数

ではありません。朝、「おはよう」と教室に入り、授業に向かい、友達と関わり、給食を食べ、掃除をし、「さようなら」と帰っていく。そんな当たり前のよ

うに見える「一日」を７０回重ねた、確かな学校生活の足跡です。 

 ４月のはじめ、教室には・・・当然ですが、少し緊張した空気がありました。新しい学年、新しい学級、新しい先生や友達。まだ自分の場所を確かめてい

るような表情もありました。それが、日を追うごとに変わっていきました。授業で手を挙げる。ノートに自分の考えを書く。友達の話を聞く。係や当番

の仕事を引き受ける。休み時間に声をかけ合う。校庭で体を動かす。行事や活動に、自分なりの気持ちで向かう。 

 一つ一つは、日常の小さな場面かもしれません。けれど、その小さな場面の中に、子どもたちが自分たちの学校生活をつくっていく確かな手応えが

ありました。 

 この１学期、五小では、教室だけでなく、校庭、体育館、田ん

ぼ、農園、地域の施設など、さまざまな場所で学びが生まれま

した。実際に見て、聞いて、考える。友達と話し合う。分からない

ことを尋ねる。地域の方の言葉に耳を傾ける。学校の学びは、

机の上だけで完結するものではありません。１年生は、学校生

活の入口に立ち、授業、給食、掃除、友達との関わりなど、一つ

一つを覚えながら小学生としての毎日を重ねてきました。２年

生は、生活科の学習や校外での体験を通して、身近な人やもの

に目を向け、自分なりの気付きや問いを広げてきました。３年

生は、校外での学習や日々の授業を通して、実際に見たり聞い

たりしたことをもとに、学びを深めてきました。４年生は、地域

の方のお話や体験的な学習にふれながら、学校の外にある人や

ものとの関わりを考えてきました。５年生は、社会科見学や田

植えなどの体験を通して、教室での学びを実際の社会や地域の

営みと結び付けてきました。６年生は、修学旅行や日々の学校

生活の中で、自分たちの学びを深めるとともに、最高学年として学校全体を支える場面を重ねてきました。 

 もちろん、全てが思い通りに進んだわけではありません。友達との関わりで迷った日。学習で悩んだ時間。思ったようにできず、悔しい気持ちになっ

た場面もあったはずです。でも、学校生活で大切なのは、最初からうまくできることだけではありません。迷ったときに考え直すこと。友達の考えにふ

れること。先生や周りの人の言葉を受け止めること。もう一度、自分なりに動いてみること。その時間の中で、子どもたちは、学び方や関わり方を身に

付けてきました。 

 また、児童会や委員会、係活動など、子どもたちが学校の中で役割をもち、自分たちで考え、動こうとする場面もありました。学級の中での係活動、

委員会での仕事、全校へ向けた呼びかけなど、学校のあちらこちらに、自分たちの学校生活をよりよくしようとする動きがありました。 

 日々の授業、友達との関わり、うまくいかなかった時間、そして自分

たちで動こうとした活動。それらを振り返ると、学校の１学期とは、決

して「予定表に並んだ行事の集まり」ではないことが分かります。子ど

もたちが、その一つ一つの場面に入り、考え、関わり、自分たちの時間

に変えていく。その営みがあって初めて、学校の確かな歩みになりま

す。この７０日間は、間違いなく、五小の子どもたちが自分たちの学校

生活をつくってきた時間でした。 

 保護者の皆様、地域の皆様には、この１学期、本校の教育活動に多く

のお力添えをいただきました。登下校の見守り、学習活動へのご協力、

地域での体験、日々のご家庭での声かけ。その一つ一つが、子どもた

ちの学校生活を支えてくださいました。心より感謝申し上げます。 

 明日からは、４５日間の夏休みに入ります。学校の時間割は、いった

ん止まります。しかし、１学期に子どもたちが学校で経験してきたこと

まで止まるわけではありません。あいさつをすること。約束を守るこ

と。相手のことを考えること。自分で判断すること。困ったときに相談

すること。そうした力は、夏休みの生活の中でも生かされていきます。 

 ９月１日（火）の２学期始業式に、それぞれの夏を過ごした子どもたち

と、また元気に会えることを楽しみにしています。 

https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/school/sho.daigo/ 
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よ
り 令和８年７月１７日 No.１０ 

- Go forward together! - 
安心して学び、安心して挑戦する一年へ！ 

館林市立第五小学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

第五小学校のホームページでは、SOS の出し方教室、1 年生のアサガオ観察、た

てわり遊び、水害避難訓練など、五小の様々な活動を紹介しています。 

教室、校庭、体育館、そして地域の防災を考える場面など、子どもたちの学びは

多様な場面で生まれています。自分の心を守ること、身近な自然に目を向けるこ

と、異学年で関わること、命を守る行動を考えることなど、1学期終盤の子どもたち

の様子を、写真と記事でお届けしています。紙面では紹介しきれない場面もありま

すので、ぜひ学校ホームページもご覧ください。 

夏休みには、赤羽公民館でも子どもたちが参加できる行事がたくさん予

定されています！スポーツ、ものづくり、地域の行事など、学校とは少し違う

場で体験ができます。身近な地域の中で、人と出会い、体を動かし、興味の

あることにふれる時間は、夏休みならではの学びにもなりますね！参加対

象や申込先、締切等をご確認の上、ぜひご家庭で話題にしてみてください。

地域の中に、子どもたちの学びの入口がたくさんあります。この夏の体験

が、２学期の学校生活にも生きていくことを願っています。 


